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211 朝鮮民主主義人民共和国とベトナム戦争（2）

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
2
）

宮　

本　
　

悟

第
二
章　

北
ベ
ト
ナ
ム
支
援
と
韓
国
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

第
一
節　
ソ
連
と
の
和
解
と
北
ベ
ト
ナ
ム
支
援

一
九
六
四
年
一
〇
月
一
五
日
に
ソ
連
最
高
会
議
は
、
ソ
連
共
産
党
第
一
書
記
、
ソ
連
共
産
党
常
任
委
員
会
委
員
、
ソ
連
内
閣
首
相
で
あ
る

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
を
解
任
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ソ
連
共
産
党
第
一
書
記
の
後
任
に
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
が
就
任
し
、
ソ
連
内
閣
首
相
の
後
任
に

は
コ
ス
イ
ギ
ン
が
就
任
し
た
。

一
九
六
四
年
一
〇
月
一
七
日
に
金
日
成
は
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
委
員
長
と
し
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
第
一
書
記
に
祝
電
を
送
り
、
北
朝
鮮

内
閣
首
相
と
し
て
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
に
祝
電
を
送
っ
た
）
1
（

。
し
か
し
、
こ
れ
で
金
日
成
が
ソ
連
に
対
し
て
警
戒
を
解
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
解
任
後
の
ソ
連
が
修
正
主
義
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
方
法
や
策
略
に
お
い
て
変
化
が
あ
る
可
能
性
が
比
較
的
高
い
と
考
え

た
毛
沢
東
は
）
2
（

、
一
〇
月
三
〇
日
に
鄧
小
平
を
平
壌
に
派
遣
し
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
解
任
後
の
ソ
連
が
ど
の
よ
う
な
政
策
を
採
る
か
に
つ
い
て

金
日
成
と
検
討
さ
せ
た
）
3
（

。
金
日
成
も
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
解
任
後
の
ソ
連
が
修
正
主
義
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
方
法
や
策
略
に
お
い
て
変
化
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が
あ
る
可
能
性
が
比
較
的
高
い
と
い
う
中
国
側
の
意
見
に
賛
同
し
た
。
こ
の
た
め
、
鄧
小
平
は
一
〇
月
三
一
日
に
帰
国
し
た
後
、
金
日
成
の

意
見
は
お
お
む
ね
我
々
と
一
致
し
て
い
る
と
一
一
月
一
日
に
中
国
共
産
党
常
任
委
員
会
へ
報
告
し
た
）
4
（

。
金
日
成
は
ま
だ
ソ
連
に
大
き
な
期
待

は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
は
ソ
連
と
和
解
し
よ
う
と
し
た
。
北
朝
鮮
が
ソ
連
と
和
解
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
の
は
、
一
九
六
四
年
一
一
月
初
旬
に

モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
一
〇
月
革
命
四
七
周
年
記
念
行
事
に
北
朝
鮮
政
府
及
び
朝
鮮
労
働
党
代
表
団
が
参
加
し
て
か
ら
で
あ
る
。
ソ
連
共

産
党
中
央
委
員
会
及
び
ソ
連
政
府
の
招
聘
に
よ
っ
て
一
〇
月
革
命
四
七
周
年
記
念
行
事
に
参
加
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
副

委
員
長
及
び
内
閣
第
一
副
首
相
で
あ
る
金
一
を
団
長
と
す
る
北
朝
鮮
政
府
及
び
朝
鮮
労
働
党
代
表
団
が
一
一
月
四
日
に
平
壌
を
出
発
し
）
5
（

、
同

日
に
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
）
6
（

。
一
日
遅
れ
て
一
一
月
五
日
に
中
国
政
府
及
び
中
国
共
産
党
代
表
団
と
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
及
び
ベ
ト
ナ
ム
労
働

党
代
表
団
も
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
。
中
国
も
北
ベ
ト
ナ
ム
も
ソ
連
と
和
解
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
六
四
年
一
一
月
六
日
に
北
朝
鮮
政
府
及
び
朝
鮮
労
働
党
代
表
団
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
と
コ
ス
イ
ギ
ン
を
表
敬
訪
問
し
、
親
善
的
な
雰
囲
気

の
中
で
談
話
が
進
め
ら
れ
た
）
7
（

。
し
か
し
、
中
国
政
府
及
び
中
国
共
産
党
代
表
団
と
ソ
連
側
と
の
間
に
は
、
険
悪
な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る
事
件

が
発
生
し
た
。
一
一
月
七
日
の
夜
に
ク
レ
ム
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
招
待
会
で
、
ソ
連
国
防
大
臣
で
あ
る
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
中
国
政
府
及
び

中
国
共
産
党
代
表
団
の
周
恩
来
と
賀
龍
に
毛
沢
東
退
陣
を
持
ち
か
け
た
。
中
国
側
は
ソ
連
側
に
抗
議
し
て
、
中
国
政
府
及
び
中
国
共
産
党
代

表
団
は
招
待
会
を
早
退
し
た
）
8
（

。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
し
て
中
国
は
ソ
連
と
和
解
す
る
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
北
朝
鮮
は
ソ
連
と
和
解
し
て
、
同
時
に
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
も
強
化
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
六
四
年
一
一
月
八
日
に
北
朝
鮮

政
府
及
び
朝
鮮
労
働
党
代
表
団
と
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
及
び
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
代
表
団
が
会
談
し
た
）
9
（

。
さ
ら
に
北
朝
鮮
政
府
及
び
朝
鮮
労
働
党

代
表
団
は
、
一
一
月
一
〇
日
と
一
一
日
に
コ
ス
イ
ギ
ン
と
会
談
し
た
）
10
（

。
こ
れ
ら
の
会
談
の
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
親
善
的
な

雰
囲
気
で
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
政
府
及
び
朝
鮮
労
働
党
代
表
団
は
一
一
月
一
二
日
に
モ
ス
ク
ワ
を
離
れ
）
11
（

、
翌
一
一
月
一
三
日
に

北
朝
鮮
に
帰
国
し
た
）
12
（

。
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同
じ
頃
、
金
日
成
は
北
朝
鮮
を
離
れ
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
を
訪
問
し
て
い
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
す
る
往
路
で
金
日
成
は
北
京
に
立

ち
寄
り
、
一
九
六
四
年
一
一
月
八
日
に
毛
沢
東
と
会
談
し
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
を
終
え
た
復
路
に
も
金
日
成
は
北
京
に
立
ち
寄
り
、
一
一

月
一
六
日
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
解
任
後
の
ソ
連
に
対
す
る
方
針
に
つ
い
て
毛
沢
東
や
劉
少
奇
、
周
恩
来
と
会
談
し
た
。
毛
沢
東
は
会
談
の
最
後

に
、
ソ
連
に
友
好
と
団
結
の
希
望
を
表
示
し
、
し
ば
ら
く
ソ
連
の
新
指
導
部
を
批
判
す
る
文
章
を
発
表
せ
ず
、
ソ
連
の
新
指
導
部
の
表
現
を

見
守
っ
て
い
き
、
一
九
六
五
年
一
二
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の
世
界
共
産
党
協
議
会
議
に
反
対
し
て
は
ど
う
か
と
金
日
成
に
問
う

た
。
こ
れ
に
対
し
て
金
日
成
は
賛
成
し
た
）
13
（

。
中
国
が
ソ
連
と
の
和
解
す
る
態
度
を
見
せ
て
い
た
以
上
、
北
朝
鮮
と
中
国
の
間
に
意
見
の
差
は

な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
六
四
年
一
二
月
三
日
付
け
の
『
労
働
新
聞
』
社
説
で
は
、
修
正
主
義
者
た
ち
の
行
動
に
よ
り
国
際
共
産
主
義
運
動
が
試
練
と
難
関
を

経
験
し
た
の
は
過
去
の
こ
と
と
評
価
さ
れ
た
）
14
（

。
当
時
の
北
朝
鮮
で
は
、
ソ
連
と
中
国
の
和
解
が
可
能
で
あ
り
、
北
朝
鮮
は
中
ソ
と
も
に
親
善

関
係
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ソ
連
も
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
に
関
係
が
悪
化
し
た
中
国
や
北
朝
鮮
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ソ
連
の

内
閣
首
相
で
あ
る
コ
ス
イ
ギ
ン
を
団
長
と
す
る
ソ
連
代
表
団
が
、
北
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
す
る
往
路
で
一
九
六
五
年
二
月
五
日
に
北
京
に
立

ち
寄
っ
た
。
北
京
で
は
コ
ス
イ
ギ
ン
が
周
恩
来
と
会
談
し
た
が
成
果
を
得
ら
れ
ず
、
ソ
連
代
表
団
は
翌
二
月
六
日
に
北
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し

た
）
15
（

。ソ
連
代
表
団
の
北
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
は
ソ
越
関
係
改
善
に
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
二
月
一
〇
日
に
コ
ス
イ
ギ
ン
は
北
ベ
ト
ナ

ム
首
相
で
あ
る
フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
と
共
同
声
明
に
調
印
し
た
。
こ
の
共
同
声
明
で
ソ
連
は
北
ベ
ト
ナ
ム
に
必
要
な
援
助
と
支
持
を
送

る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
ま
た
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
国
防
力
を
強
化
す
る
た
め
の
処
置
に
関
し
て
合
意
し
、
こ
の
処
置
の
た
め
に
常
設
的
な
協

議
を
進
め
る
こ
と
に
合
意
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
16
（

。
ソ
連
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
和
解
す
る
た
め
に
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
援
助
を
送
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



214

ソ
連
代
表
団
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
北
朝
鮮
を
訪
問
す
る
往
路
で
一
九
六
五
年
二
月
一
〇
日
に
北
京
に
再
度
立
ち
寄
っ
た
。
二
月
一
〇
日

に
行
わ
れ
た
周
恩
来
と
コ
ス
イ
ギ
ン
と
の
会
談
で
、
周
恩
来
は
ベ
ト
ナ
ム
人
民
を
支
持
す
る
と
い
う
点
で
の
政
策
協
調
に
同
意
を
示
す
と
同

時
に
、
ソ
連
が
ベ
ト
ナ
ム
側
に
供
給
す
る
兵
器
を
鉄
道
に
よ
っ
て
輸
送
す
る
こ
と
に
協
力
す
る
と
約
束
し
た
）
17
（

。
二
月
一
一
日
に
は
コ
ス
イ
ギ

ン
と
毛
沢
東
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
両
者
は
公
開
論
争
と
三
月
開
催
に
延
長
さ
れ
た
世
界
共
産
党
協
議
会
議
参
加
に
つ
い
て
妥
協

で
き
な
か
っ
た
）
18
（

。
コ
ス
イ
ギ
ン
は
、
中
ソ
共
同
の
ベ
ト
ナ
ム
支
援
に
関
し
て
は
あ
る
程
度
の
成
果
を
得
た
が
、
中
ソ
和
解
に
は
失
敗
し
た
と

い
え
よ
う
。

毛
沢
東
と
の
会
談
が
終
わ
る
と
、
コ
ス
イ
ギ
ン
は
一
九
六
五
年
二
月
一
一
日
に
北
朝
鮮
を
訪
問
し
た
）
19
（

。
二
月
一
二
日
に
は
ソ
連
代
表
団
を

歓
迎
す
る
平
壌
市
群
衆
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
北
朝
鮮
は
ソ
連
代
表
団
の
訪
問
歓
迎
に
積
極
的
で
あ
っ
た
）
20
（

。
二
月
一
四
日
に
コ
ス
イ
ギ

ン
と
金
日
成
が
調
印
し
た
共
同
声
明
で
も
、
ソ
連
代
表
団
の
訪
問
は
、
北
朝
鮮
と
ソ
連
の
兄
弟
的
連
携
と
協
調
及
び
親
善
に
よ
り
一
層
寄
与

し
、
社
会
主
義
陣
営
と
国
際
共
産
主
義
運
動
の
統
一
団
結
を
強
化
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
と
宣
言
さ
れ
た
）
21
（

。

ま
た
、
共
同
声
明
で
北
朝
鮮
と
ソ
連
は
、
平
等
と
国
家
主
権
、
領
土
安
全
に
対
す
る
相
互
尊
重
及
び
内
政
不
干
渉
の
原
則
に
沿
っ
て
、
親

善
と
協
調
の
精
神
で
相
互
援
助
を
提
供
す
べ
き
条
約
上
の
義
務
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
と
宣
言
し
た
）
22
（

。
こ
の
後
、
北
朝
鮮
と
ソ
連
は
次
々
と

援
助
協
定
を
結
ん
で
い
っ
た
。
一
九
六
五
年
五
月
に
ソ
連
は
北
朝
鮮
の
国
防
力
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
に
北
朝
鮮
に
援
助
を
送
る
こ
と

を
合
意
し
、
協
定
に
調
印
し
た
）
23
（

。
ま
た
、
北
朝
鮮
と
ソ
連
は
一
九
六
六
年
六
月
二
〇
日
に
、「
工
業
と
そ
の
他
対
象
の
建
設
と
拡
張
に
お
け

る
経
済
及
び
技
術
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
は
ソ
連
か
ら
有
償
借
款
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
過
去
に
北
朝
鮮
が
ソ
連
か
ら
受
け
た
借
款
に
対
し
て
も
、
返
済
金
支
払
い
を
一
九
七
一
年
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
認
め
た
）
24
（

。
ソ
連
は
、

北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
行
っ
た
よ
う
に
、
北
朝
鮮
と
和
解
す
る
た
め
に
北
朝
鮮
に
援
助
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
が
目
的
と
し
て
い
た
の
は
、
ソ
連
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
陣
営
の
再
構
築
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
社
会
主

義
陣
営
の
団
結
を
目
指
し
て
い
た
北
朝
鮮
に
と
っ
て
も
、
ソ
連
と
の
和
解
は
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
連
と
北
朝
鮮
は
、
社
会
主
義
陣
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営
の
団
結
を
強
化
す
る
た
め
に
、
北
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の
た
め
、
北
朝
鮮
も
ソ
連
と
共
に
北
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ス
イ
ギ
ン
と
金
日
成
が
調
印
し
た
共
同
声
明
で
も
北
朝
鮮
と
ソ
連
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
必
要
な
援
助
を
提
供

す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
）
25
（

。

一
九
六
五
年
三
月
二
二
日
に
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
と
米
国
打
倒
を
呼
び
か
け
た
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
統
一
戦
線
中
央
委
員
会
の
声
明
が
発

表
さ
れ
る
と
）
26
（

、
北
朝
鮮
は
三
月
二
六
日
の
政
府
声
明
で
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
統
一
戦
線
支
援
を
明
ら
か
に
し
た
。
北
朝
鮮
は
、
こ
の
政
府

声
明
で
武
器
を
含
む
支
援
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
27
（

。
ま
た
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
支
援
軍
を
送
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
志
願
兵
嘆

願
の
た
め
の
署
名
運
動
も
、
こ
の
政
府
声
明
か
ら
始
ま
っ
た
）
28
（

。

ま
た
、
一
九
六
五
年
四
月
一
〇
日
に
北
ベ
ト
ナ
ム
人
民
会
議
第
三
期
第
二
次
会
議
で
米
国
の
撤
退
な
ど
四
項
目
の
要
求
を
各
国
国
会
に
呼

び
か
け
た
声
明
が
発
表
さ
れ
る
と
）
29
（

、
北
朝
鮮
は
四
月
三
〇
日
に
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
拡
大
会
議
に
お
い
て
北
ベ
ト
ナ
ム
人
民
会
議
の

声
明
に
対
す
る
支
持
声
明
を
決
定
し
た
）
30
（

。

一
九
六
五
年
五
月
一
八
日
に
、
グ
ェ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー
を
団
長
と
す
る
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
統
一
戦
線
代
表
団
が
北
朝
鮮
に
到
着

し
た
）
31
（

。
こ
の
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
統
一
戦
線
代
表
団
も
参
席
し
て
、
五
月
二
〇
日
に
最
高
人
民
会
議
第
三
期
第
四
次
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
会
議
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
統
一
戦
線
に
対
し
て
支
援
を
送
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
）
32
（

。
後
に
金
日
成
は
、
ト

ン
キ
ン
湾
事
件
が
発
生
し
た
後
に
、
防
空
壕
や
地
下
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
北
ベ
ト
ナ
ム
に
人
々
を
送
っ
た
と
語
っ
て
い
る
の
で
、
工
兵

部
隊
を
送
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
こ
の
会
議
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
33
（

。
武
器
な
ど
軍
需
物
資
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
も
送
ら
れ
た
）
34
（

。

北
朝
鮮
は
、
ソ
連
と
和
解
す
る
と
同
時
に
北
ベ
ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
に
支
援
物
資
を
送
り
始
め
た
。
北
朝
鮮
が
北
ベ
ト

ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
支
援
を
支
援
し
た
目
的
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
の
団
結
を
高
め
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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第
二
節　
朝
鮮
半
島
統
一
と
ベ
ト
ナ
ム
支
援

一
九
六
五
年
の
夏
頃
に
な
る
と
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
北
ベ
ト
ナ
ム
と
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
社
会
主
義
陣
営

を
団
結
さ
せ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
に
も
必
要
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
韓
国
が
南
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援

す
る
た
め
に
戦
闘
部
隊
を
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
こ
と
と
、
韓
国
人
の
闘
争
に
対
す
る
評
価
が
変
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
に
は
、
米
帝
国
主
義
を
韓
国
か
ら
撤
退
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
朝
鮮
労
働
党
の
方
針
で
あ
っ
た
。
朝
鮮

労
働
党
第
四
回
大
会
決
定
書
で
は
、
朝
鮮
半
島
の
統
一
政
府
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
南
北
総
選
挙
を
実
施
す
る
に
は
、
韓
国
か
ら
米
軍
を
撤

去
す
る
こ
と
が
先
決
条
件
で
あ
る
と
決
定
し
て
い
た
）
35
（

。
一
九
六
五
年
四
月
一
四
日
に
金
日
成
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
リ
・
ア
ル
ハ
ム
社
会

科
学
院
で
行
っ
た
講
義
の
中
で
、
朝
鮮
労
働
党
に
は
二
つ
の
革
命
の
課
題
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
北
朝
鮮
で
社
会
主
義
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
韓
国
を
米
帝
国
主
義
の
植
民
地
統
治
か
ら
解
放
し
て
朝
鮮
半
島
統
一
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
語
っ
た
）
36
（

。
後
者
は
南
朝

鮮
革
命
と
呼
ば
れ
る
。
金
日
成
は
こ
の
講
義
の
中
で
、
韓
国
で
は
少
な
く
な
い
人
た
ち
が
反
共
産
主
義
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
た
め
、
南
朝
鮮

革
命
の
一
つ
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。
し
か
し
、
解
放
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
祖
国
の
統
一
の
た
め
の
韓
国
人
に
よ
る

闘
争
は
た
ゆ
み
な
く
展
開
さ
れ
て
き
た
と
も
評
価
し
た
）
37
（

。
こ
の
頃
か
ら
、
金
日
成
は
韓
国
人
の
闘
争
に
期
待
を
持
ち
始
め
た
と
い
え
よ
う
。

約
一
年
前
に
は
、
金
日
成
は
韓
国
人
の
闘
争
に
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。
金
日
成
は
、
一
九
六
四
年
二
月
二
七
日
に
朝
鮮
労
働
党

中
央
委
員
会
第
四
期
第
八
次
全
員
会
議
の
結
論
で
、
在
韓
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
出
し
て
い
た
）
38
（

。
第
四
期

第
八
次
全
員
会
議
の
結
論
に
お
い
て
金
日
成
は
、
米
帝
国
主
義
者
を
追
い
出
し
、
朝
鮮
半
島
統
一
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、「
北
朝
鮮
の
革

命
力
量
」
と
「
南
朝
鮮
の
革
命
力
量
」、「
国
際
的
革
命
力
量
」
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
語
っ
た
）
39
（

。「
北
朝
鮮
の
革
命
力
量
」
の

強
化
と
は
北
朝
鮮
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
南
朝
鮮
の
革
命
力
量
」
の
強
化
と
は
韓
国
人
を
革
命
に
覚
醒
さ
せ
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る
こ
と
で
あ
り
、「
国
際
的
革
命
力
量
」
の
強
化
と
は
米
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
人
民
た
ち
と
の
団
結
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

同
時
に
、
韓
国
人
の
革
命
的
覚
醒
は
低
く
、「
南
朝
鮮
の
革
命
力
量
」
は
非
常
に
弱
体
で
あ
る
と
も
金
日
成
は
語
っ
て
い
た
）
40
（

。
一
九
六
四
年

か
ら
一
九
六
五
年
に
か
け
て
、
金
日
成
の
韓
国
人
の
闘
争
に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

北
ベ
ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
の
「
国
際
的
革
命
力
量
」
強
化
の
一
つ
で
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
韓
国
が
南
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
た
め
に
戦
闘
部
隊
を
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
と
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
関
連
性
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
韓
国
は
一
九
六
四
年
に
非
戦
闘
部
隊
を
南
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
し
て
い
た
。
一
九
六
四
年
五
月
九
日
に
米
国
は
非
戦
闘
部
隊
の
派

遣
を
韓
国
政
府
に
要
請
を
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
韓
国
は
七
月
三
一
日
に
第
四
四
回
国
会
第
一
三
次
本
会
議
に
お
い
て
非
戦
闘
部
隊
を

派
遣
す
る
同
意
要
請
案
を
批
准
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
韓
国
軍
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
決
定
し
た
。
第
一
次
派
兵
部
隊
は
九
月
一
一
日
に
派
遣

さ
れ
た
第
一
移
動
外
科
病
院
と
テ
コ
ン
ド
ー
教
官
団
で
あ
っ
た
）
41
（

。

一
九
六
四
年
八
月
二
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
発
生
し
た
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
に
よ
っ
て
、
米
国
が
直
接
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参
戦
す
る
よ
う
に

な
る
と
米
国
は
韓
国
に
人
員
の
追
加
派
遣
を
求
め
た
。
米
国
は
、
一
二
月
一
八
日
に
韓
国
政
府
に
対
し
て
人
員
の
追
加
派
遣
を
要
請
し
た
。

こ
の
た
め
韓
国
は
、
一
九
六
五
年
一
月
二
六
日
に
第
四
七
回
臨
時
国
会
第
七
次
本
会
議
で
人
員
の
派
遣
に
関
す
る
同
意
要
請
案
を
批
准
さ
せ

た
。
第
二
次
派
兵
部
隊
は
非
戦
闘
部
隊
で
あ
る
軍
事
援
助
団
の
鳩
部
隊
で
あ
っ
た
。
鳩
部
隊
は
三
月
一
六
日
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
到
着
し
た
）
42
（

。

一
九
六
五
年
に
な
る
と
、
韓
国
は
戦
闘
部
隊
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
検
討
し
始
め
た
。
一
九
六
五
年
三
月
一
五
日
に
韓
国
外
務
部
長
官
で

あ
る
李
東
元
は
米
国
務
長
官
で
あ
る
ラ
ス
ク
と
の
会
談
で
、
米
国
と
南
ベ
ト
ナ
ム
が
戦
闘
部
隊
の
援
助
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
韓
国
政
府

は
そ
の
要
請
を
真
剣
に
考
慮
す
る
と
語
っ
た
）
43
（

。
米
韓
首
脳
会
談
の
た
め
に
五
月
一
六
日
に
米
国
を
訪
問
し
た
朴
正
熙
大
統
領
は
、
五
月
一
八

日
に
お
け
る
演
説
後
の
質
問
の
中
で
「
今
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
闘
部
隊
を
追
加
し
て
く
れ
と
い
う
要
請
は
受
け
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
要
請
が

あ
れ
ば
充
分
に
検
討
す
る
」
と
語
っ
た
）
44
（

。
六
月
二
四
日
に
韓
国
政
府
は
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
韓
国
軍
一
個
師
団
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
要
請
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を
受
け
た
）
45
（

。

一
九
六
五
年
七
月
八
日
に
北
朝
鮮
は
、
韓
国
に
よ
る
戦
闘
部
隊
派
兵
に
反
対
し
、
そ
の
兵
力
数
に
該
当
す
る
軍
隊
を
武
装
で
き
る
武
器
と

装
備
を
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
に
送
る
と
い
う
内
容
の
政
府
声
明
を
出
し
た
）
46
（

。
同
時
に
北
朝
鮮
は
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
を
さ
ら
に
強

化
し
た
。
七
月
一
三
日
に
平
壌
に
到
着
し
た
北
ベ
ト
ナ
ム
副
首
相
レ
・
タ
イ
ン
・
ギ
を
団
長
と
す
る
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
経
済
代
表
団
が
金
日

成
と
七
月
一
四
日
に
会
談
し
た
。
会
談
で
は
、
朝
鮮
人
民
と
ベ
ト
ナ
ム
人
民
が
、
朝
鮮
半
島
と
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
米
帝
国
主
義
を
完
全
に
駆
逐

す
る
時
ま
で
、
闘
争
し
相
互
支
援
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
一
致
し
た
決
意
と
見
解
が
見
ら
れ
た
）
47
（

。

一
九
六
五
年
七
月
二
五
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
北
朝
鮮
親
善
訪
問
の
た
め
に
北
ベ
ト
ナ
ム
人
民
会
議
常
務
委
員
会
副
委
員
長
で
あ
る
ホ
ァ

ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ァ
ン
を
団
長
と
す
る
北
ベ
ト
ナ
ム
人
民
会
議
代
表
団
が
北
朝
鮮
に
滞
在
し
た
）
48
（

。
北
ベ
ト
ナ
ム
人
民
会
議
代
表
団
を
歓
迎

す
る
た
め
に
七
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
宴
会
に
お
い
て
ホ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ァ
ン
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
北
朝
鮮
が
共
同
の
敵
で
あ
る
米

帝
国
主
義
に
反
対
し
、
北
部
で
社
会
主
義
を
建
設
し
て
南
部
で
米
帝
国
主
義
を
駆
逐
し
て
、
そ
こ
を
解
放
し
て
国
の
統
一
を
実
現
す
る
共
通

の
目
標
を
持
っ
て
い
る
と
演
説
し
た
）
49
（

。
米
帝
国
主
義
者
を
追
い
出
す
こ
と
は
、
北
朝
鮮
と
北
ベ
ト
ナ
ム
の
共
通
の
闘
い
と
な
っ
た
と
い
え
よ

う
。一

九
六
五
年
七
月
二
八
日
に
米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
ベ
ト
ナ
ム
に
五
万
名
の
米
軍
を
増
派
す
る
声
明
を
出
す
と
、
八
月
二
日

に
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
米
軍
増
派
を
批
判
す
る
政
府
声
明
を
出
し
た
）
50
（

。
北
朝
鮮
も
八
月
七
日
に
政
府
声
明
を
出
し
て
、
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
を

支
持
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
に
対
す
る
全
て
の
形
態
の
物
質
的
、
精
神
的
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
）
51
（

。

一
方
、
韓
国
に
よ
る
戦
闘
部
隊
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
は
実
現
し
た
。
一
九
六
五
年
七
月
一
二
日
に
韓
国
政
府
は
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
対
す

る
同
意
案
を
国
会
に
提
出
し
た
）
52
（

。
国
会
で
は
、
同
時
に
提
出
さ
れ
て
い
た
「
日
韓
協
定
」
批
准
に
反
対
し
て
野
党
議
員
が
出
席
し
な
か
っ
た

た
め
、
与
党
議
員
と
無
所
属
議
員
の
票
決
で
八
月
一
三
日
に
派
兵
に
関
す
る
同
意
要
請
案
が
国
会
で
批
准
さ
れ
た
）
53
（

。
第
三
次
派
兵
部
隊
は
陸

軍
二
個
連
隊
か
ら
成
る
猛
虎
部
隊
と
海
兵
隊
一
個
旅
団
か
ら
成
る
青
龍
部
隊
で
あ
っ
た
。
青
龍
部
隊
は
一
〇
月
九
日
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
到
着
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し
、
猛
虎
部
隊
は
一
〇
月
二
二
日
か
ら
一
一
月
二
日
に
か
け
て
順
次
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
到
着
し
た
）
54
（

。
北
朝
鮮
は
、
一
二
月
二
二
日
に
発
生
し

た
と
さ
れ
る
在
越
韓
国
軍
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
村
民
虐
殺
事
件
を
挙
げ
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
戦
闘
部
隊
を
派
兵
し
た
朴
正
熙
政
権
を
批
判
す
る

外
務
省
代
弁
人
に
よ
る
声
明
を
一
九
六
六
年
一
月
一
八
日
に
発
表
し
た
）
55
（

。

こ
の
頃
か
ら
、
韓
国
人
の
闘
争
に
よ
る
南
朝
鮮
革
命
が
可
能
と
な
っ
た
と
金
日
成
は
考
え
始
め
た
。
こ
の
頃
に
は
金
日
成
の
韓
国
人
の

闘
争
に
対
す
る
評
価
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
〇
日
の
朝
鮮
労
働
党
創
建
二
〇
周
年
慶
祝
大
会
に
お
け
る
演
説

に
お
い
て
金
日
成
は
、
米
帝
国
主
義
者
と
韓
国
政
府
に
よ
る
軍
事
的
弾
圧
で
も
韓
国
人
の
闘
争
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
評
価
し
た
）
56
（

。

一
九
六
四
年
六
月
三
日
に
ソ
ウ
ル
の
大
学
生
の
デ
モ
に
よ
っ
て
戒
厳
令
が
布
告
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た
こ
と
と
）
57
（

、
一
九
六
五
年
八
月
二
六
日

に
ソ
ウ
ル
の
大
学
生
の
デ
モ
に
よ
っ
て
衛
戍
令
が
布
告
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た
こ
と
が
）
58
（

、
そ
の
評
価
の
転
機
と
な
っ
た
）
59
（

。
韓
国
人
の
闘
争

は
、
米
帝
国
主
義
を
追
い
出
し
て
、
韓
国
政
府
を
打
倒
す
る
力
を
持
っ
た
と
金
日
成
は
考
え
た
と
い
え
よ
う
。

韓
国
人
の
闘
争
に
対
す
る
評
価
の
変
化
は
、
韓
国
の
さ
ら
な
る
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
対
す
る
対
応
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
悪
化
に
伴
い
一
九
六
六
年
一
月
一
日
に
ヘ
ン
フ
リ
ー
米
副
大
統
領
が
韓
国
を
訪
問
し
て
、
韓
国
軍
を
さ
ら
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
す
る

こ
と
を
韓
国
政
府
に
要
請
し
た
）
60
（

。
韓
国
軍
を
南
ベ
ト
ナ
ム
に
増
派
す
る
条
件
と
し
て
韓
国
軍
の
現
代
化
、
輸
出
の
た
め
の
技
術
支
援
、
借
款

の
提
供
な
ど
を
約
束
し
た
合
意
が
、
二
月
二
五
日
に
ブ
ラ
ウ
ン
駐
韓
米
大
使
と
李
東
元
韓
国
外
務
部
長
官
と
の
間
で
成
立
し
た
）
61
（

。
こ
の
合
意

書
は
三
月
七
日
に
ブ
ラ
ウ
ン
が
李
東
元
に
公
文
と
し
て
伝
達
し
た
）
62
（

。

一
九
六
六
年
三
月
七
日
に
北
朝
鮮
は
政
府
声
明
を
発
表
し
て
、
韓
国
軍
を
南
ベ
ト
ナ
ム
に
増
派
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
と
共
に
、
韓
国
軍

を
南
ベ
ト
ナ
ム
に
増
派
す
る
こ
と
は
北
朝
鮮
を
挑
発
す
る
行
為
で
あ
る
と
批
判
し
た
）
63
（

。
し
か
し
、
三
月
一
九
日
に
韓
国
の
第
五
五
回
国
会
第

一
四
次
本
会
に
お
い
て
派
兵
に
関
す
る
同
意
要
請
案
が
批
准
さ
れ
、
韓
国
軍
の
南
ベ
ト
ナ
ム
増
派
が
決
定
し
た
）
64
（

。
三
月
二
二
日
に
北
朝
鮮
の

最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
と
祖
国
統
一
民
主
主
義
統
一
戦
線
中
央
委
員
会
、
祖
国
平
和
統
一
委
員
会
は
、
韓
国
軍
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に

反
対
し
て
朴
正
熙
政
権
を
打
倒
す
る
よ
う
に
韓
国
人
に
呼
び
か
け
、
ベ
ト
ナ
ム
解
放
軍
へ
投
降
す
る
よ
う
に
韓
国
軍
兵
士
に
呼
び
か
け
た
檄
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文
を
発
表
し
た
）
65
（

。
ま
た
、
四
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
最
高
人
民
会
議
第
三
期 

第
五
次
会
議
で
も
、
四
月
二
九
日
に
韓
国
人

に
韓
国
軍
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
反
対
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
檄
文
を
採
択
し
た
）
66
（

。
北
朝
鮮
は
、
韓
国
人
の
闘
争
に
よ
っ
て
、
韓
国
軍
の

ベ
ト
ナ
ム
増
派
を
不
可
能
に
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
韓
国
軍
の
南
ベ
ト
ナ
ム
増
派
は
実
行
さ
れ
た
。
第
四
次
派
兵
部
隊
は
、
陸
軍
一
連
隊
で
編
成
さ
れ
た
首
都
師
団
第
二
六
連
隊
と

陸
軍
一
個
師
団
で
編
成
さ
れ
た
白
馬
部
隊
で
あ
っ
た
。
首
都
師
団
第
二
六
連
隊
は
、
一
九
六
六
年
四
月
一
六
日
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
到
着
し

た
）
67
（

。
白
馬
部
隊
は
九
月
五
日
か
ら
一
〇
月
八
日
に
か
け
て
順
次
ベ
ト
ナ
ム
に
到
着
し
た
）
68
（

。
韓
国
軍
に
よ
る
戦
闘
部
隊
の
南
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

は
、「
国
際
的
革
命
力
量
」
の
強
化
だ
け
で
は
な
く
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
朝
鮮
半
島
統
一
と
の
関
係
を
深
め
た
。
米
帝
国

主
義
を
追
い
出
し
て
、
韓
国
政
府
を
打
倒
す
る
こ
と
が
北
朝
鮮
と
北
ベ
ト
ナ
ム
の
共
通
の
闘
い
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
章　

北
朝
鮮
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

第
一
節　
社
会
主
義
陣
営
団
結
と
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

朝
鮮
労
働
党
と
ソ
連
共
産
党
は
和
解
し
た
が
、
朝
鮮
労
働
党
が
ソ
連
共
産
党
の
方
針
に
全
て
賛
成
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
五

年
一
二
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
世
界
共
産
党
協
議
会
議
は
延
期
さ
れ
て
、
朝
鮮
労
働
党
と
ソ
連
共
産
党
の
和
解
後
で
あ
る

一
九
六
六
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
労
働
党
は
代
表
団
を
モ
ス
ク
ワ
に
送
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮

労
働
党
は
和
解
後
も
ソ
連
共
産
党
の
影
響
力
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
と
う
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

朝
鮮
労
働
党
は
、
中
国
共
産
党
の
影
響
力
か
ら
も
一
定
の
距
離
を
保
と
う
と
し
た
。
一
九
六
六
年
二
月
七
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
中
国
や
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北
朝
鮮
、
北
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
日
本
共
産
党
代
表
団
の
副
団
長
で
あ
っ
た
岡
正
芳
は
、
ソ
連
共
産
党
や
中
国
共
産
党
と
は
違
う
点
を

は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
北
ベ
ト
ナ
ム
支
援
の
よ
う
な
具
体
的
な
問
題
で
は
国
際
的
な
統
一
行
動
を
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
点
で
朝
鮮
労
働
党
や

ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
、
日
本
共
産
党
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
と
五
月
四
日
に
報
告
し
た
）
69
（

。
一
九
六
六
年
に
は
、
朝
鮮
労
働
党
が
ソ
連
共
産
党

と
中
国
共
産
党
の
影
響
力
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
と
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
九
六
六
年
三
月
二
九
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ソ
連
共
産
党
第
二
三
回
党
大
会
に
中
国
共
産
党
は
代
表
団
を
送
ら
な
か
っ
た

が
、
朝
鮮
労
働
党
は
代
表
団
を
送
っ
た
。
ソ
連
共
産
党
第
二
三
回
党
大
会
に
参
加
し
た
崔
庸
健
を
団
長
と
す
る
朝
鮮
労
働
党
代
表
団
は
三
月

二
六
日
に
平
壌
を
出
発
し
）
70
（

、
四
月
一
三
日
に
北
朝
鮮
に
帰
国
し
た
）
71
（

。
こ
の
頃
に
は
朝
鮮
労
働
党
が
中
国
共
産
党
の
方
針
と
異
な
っ
た
行
動
を

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
頃
か
ら
、
朝
鮮
労
働
党
と
中
国
共
産
党
の
間
に
葛
藤
が
生
じ
た
）
72
（

。
朝
鮮
労
働
党
は
、
名
指
し
は
避
け
な
が
ら
も
、
中
国
共
産
党
を
批

判
し
た
「
自
主
性
を
擁
護
し
よ
う
」
と
い
う
論
文
を
一
九
六
六
年
八
月
一
二
日
付
『
労
働
新
聞
』
に
掲
載
し
た
）
73
（

。
こ
の
論
文
で
は
、
一
九 

六
六
年
七
月
か
ら
中
国
共
産
党
が
批
判
し
始
め
た
日
本
共
産
党
に
対
す
る
支
持
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
論
文
の
中
で
、
自
分
の

路
線
や
見
解
を
兄
弟
党
に
強
要
す
る
大
国
主
義
的
行
動
と
批
判
し
て
い
る
の
が
中
国
共
産
党
を
意
味
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
内
に
意
見
相
違
が
あ
る
条
件
の
下
で
は
、
兄
弟
党
の
間
の
連
携
や
接
触
を
持
つ
問
題
も
具
体
的
な

実
情
に
従
っ
て
各
党
が
自
主
的
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
）
74
（

。
朝
鮮
労
働
党
は
、
ソ
連
共
産
党
や
中
国
共
産
党
の
争
い
に
加

担
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
朝
鮮
労
働
党
は
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
国
際
共
産
主
義
運
動
や

社
会
主
義
陣
営
の
団
結
を
訴
え
た
。「
自
主
性
を
擁
護
し
よ
う
」
で
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
内
に
意
見
相
違
が
あ
る
条
件
の
下
で
も
、
全

て
の
社
会
主
義
国
家
と
各
国
共
産
党
や
労
働
党
は
、
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
闘
争
に
あ
る
程
度
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
そ

の
た
め
、
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
だ
け
で
な
く
、
労
働
運
動
や
民
族
解
放
運
動
を
中
心
と
し
た
反
帝
共
同
行
動
を
起
こ
し
、
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反
帝
統
一
戦
線
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
を
団
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
）
75
（

。

帝
国
主
義
に
反
対
す
る
闘
争
の
実
践
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
北
ベ
ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
に
支
援
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
一
九
六
六
年
五
月
五
日
に
、
空
軍
支
援
を
要
請
す
る
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
・
チ
ミ
ン
主
席
の
親
書
が
送
ら
れ
て
き
た
）
76
（

。
金
日
成
は
、
軍

事
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
空
軍
を
送
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
八
月
二
七
日
に
金
日
成
は
、「
経
済
建
設
と
国
防
建
設
の

併
進
路
線
」
を
再
び
強
調
す
る
こ
と
を
予
告
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
拡
大
が
朝
鮮
戦
争
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
米
国
と
の

戦
争
を
覚
悟
せ
よ
と
労
働
党
地
方
幹
部
た
ち
に
語
っ
た
）
77
（

。
九
月
三
〇
日
に
朝
鮮
労
働
党
中
央
軍
事
委
員
会
で
北
朝
鮮
側
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に

空
軍
を
派
兵
す
る
協
定
に
署
名
し
た
）
78
（

。
北
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
朝
鮮
人
民
空
軍
連
隊
で
あ
る
第
二
〇
三
軍
部
隊

で
あ
っ
た
）
79
（

。
こ
の
方
針
は
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
五
日
か
ら
一
〇
月
一
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
で
さ
ら
に
明
ら
か
に

な
っ
た
。

朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
は
、
も
と
も
と
一
九
六
六
年
三
月
二
八
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
四
期
第

一
三
次
全
員
会
議
に
お
い
て
、
九
月
ま
た
は
一
〇
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
た
）
80
（

。
一
九
六
六
年
九
月
頃
に
各
道
と
直
轄
市
党
委

員
会
全
員
会
議
で
党
代
表
会
に
派
遣
す
る
代
表
を
選
挙
し
）
81
（

、
決
議
権
を
持
っ
た
代
表
一
二
七
五
名
と
発
言
権
を
持
っ
た
代
表
四
八
名
が
代
表

者
会
に
参
席
し
た
。
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
は
、
も
と
も
と
一
九
六
六
年
度
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
第
五
回
朝
鮮
労
働
党
大
会
の
代
わ

り
に
開
催
さ
れ
た
）
82
（

。
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
会
議
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
代
表
者
会
の
初
日
で
あ
る
一
九
六
六
年
一
〇
月
五
日
に
金
日
成
は
、「
現
情
勢
と
我
が
党
の
課
業
」
に
対
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
金

日
成
は
、
そ
の
報
告
の
中
で
、
朝
鮮
人
民
の
革
命
闘
争
は
、
平
和
と
民
主
主
義
、
民
族
的
独
立
と
社
会
主
義
の
た
め
の
全
世
界
人
民
た
ち
の

闘
争
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の
た
め
、
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
内
部
の
問
題
が
、
朝
鮮
人
民
の
革
命
に

影
響
を
与
え
る
と
語
っ
た
）
83
（

。
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
に
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
を
団
結
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、
金
日
成
は
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
を
団
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、
反
帝
共
同
行
動
と
反
帝
統
一
戦
線
を
形
成
し
て
ベ

ト
ナ
ム
人
民
の
支
援
を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
へ
の
支
援
の
第
一
歩
と
し
て
社
会
主
義
国
家
が
支
援
兵
部
隊
を
派

遣
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
語
っ
た
。
ま
た
、
各
共
産
党
お
よ
び
労
働
党
が
お
互
い
に
内
部
問
題
に
干
渉
せ
ず
、
各
党
が
自
国
の
革
命
に
は
自

分
で
判
断
す
る
自
主
性
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
共
産
党
お
よ
び
労
働
党
は
反
帝
共
同
行
動
と
反
帝
統
一
戦
線
を
形
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
語
っ
た
）
84
（

。

朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
の
最
終
日
で
あ
る
一
九
六
六
年
一
〇
月
一
二
日
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争
は
社
会
主
義
陣
営
を
守
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
社
会
主
義
国
家
が
ベ
ト
ナ
ム
に
支
援
兵
を
送
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
た
「
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
関
す
る
朝
鮮
労
働
党
代

表
者
会
声
明
」
が
採
択
さ
れ
た
）
85
（

。
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
で
朝
鮮
労
働
党
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
に
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義

陣
営
を
団
結
さ
せ
る
重
要
性
を
示
し
て
、
国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
を
団
結
さ
せ
る
た
め
に
北
ベ
ト
ナ
ム
に
支
援
部
隊
を
派
遣

す
る
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
節　
北
朝
鮮
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

一
九
六
六
年
末
に
北
朝
鮮
は
北
ベ
ト
ナ
ム
支
援
の
た
め
に
第
二
〇
三
軍
部
隊
を
送
っ
た
。
第
二
〇
三
軍
部
隊
が
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
さ
れ
た

月
日
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
〇
月
一
九
日
に
金
日
成
が
第
二
〇
三
軍
部
隊
の
軍
人
に
行
っ
た
談
話
が
北
朝
鮮
か
ら
公
表

さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
〇
月
一
九
日
に
は
ま
だ
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
一
二
月
二
二
日
に
諜
報
機
関

の
情
報
と
し
て
、
六
週
間
前
に
北
ベ
ト
ナ
ム
に
北
朝
鮮
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
米
国
の
消
息
筋
が
語
っ
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
た
）
86
（

。
北
朝
鮮
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
空
軍
部
隊
を
派
遣
し
た
の
は
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
上
旬
と
推
測
で
き
よ
う
。

第
二
〇
三
軍
部
隊
は
飛
行
訓
練
を
受
け
た
後
）
87
（

、
一
九
六
七
年
五
月
二
〇
日
ま
で
に
実
戦
配
備
さ
れ
た
）
88
（

。
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北
ベ
ト
ナ
ム
に
入
っ
た
第
二
〇
三
軍
部
隊
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
空
軍
司
令
部
の
指
揮
下
の
北
ベ
ト
ナ
ム
空
軍
第
九
二
三
連
隊
に
な
っ
た
。
連

隊
長
は
金
昌
善
（
音
訳
）
で
あ
る
。
戦
闘
機
や
食
糧
、
薬
な
ど
は
北
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
提
供
さ
れ
、
一
四
名
が
ミ
グ
17
B
、
一
〇
名
が
ミ
グ

17
C
に
搭
乗
し
た
。
一
一
三
名
が
支
援
や
後
方
、
行
政
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
、
総
勢
約
一
五
〇
名
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
滞
在
し
た
）
89
（

。
た
だ

し
、
交
代
制
で
送
ら
れ
て
い
た
の
で
、
延
べ
人
数
は
さ
ら
に
多
い
は
ず
で
あ
る
）
90
（

。

一
九
六
六
年
末
当
時
の
北
ベ
ト
ナ
ム
空
軍
の
規
模
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
空
軍
に
お
け
る
北
朝
鮮

が
派
遣
し
た
空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
九
六
六
年
末
の
米
国
で
は
、
旧
式
の
ソ
連
製
戦
闘
機
で
あ
っ

た
ミ
グ
15
と
ミ
グ
17
を
四
〇
機
か
ら
五
〇
機
程
度
、
当
時
の
最
新
ソ
連
製
戦
闘
機
で
あ
っ
た
ミ
グ
21
を
一
五
機
か
ら
二
〇
機
程
度
を
北
ベ
ト

ナ
ム
が
所
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）
91
（

。
北
朝
鮮
に
よ
る
第
二
〇
三
部
隊
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
は
戦
況
を
変
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く

と
も
、
北
ベ
ト
ナ
ム
空
軍
内
だ
け
に
限
れ
ば
大
き
な
戦
力
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
六
六
年
か
ら
一
九
六
九
年
ま
で
北
ベ
ト
ナ
ム
空
軍
は
米
軍
機
二
二
二
機
を
撃
墜
し
た
が
、
そ
の
内
の
二
六
機
は
第
二
〇
三
軍
部
隊
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
か
ら
送
ら
れ
た
将
兵
の
戦
死
者
は
一
四
名
で
あ
り
、
そ
の
中
の
最
年
少
は
一
九
歳
の
元
浩
山
（
音
訳
）
で

あ
っ
た
）
92
（

。
彼
ら
の
墓
は
、
ハ
ノ
イ
の
北
東
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
バ
グ
ザ
ン
省
タ
ン
ジ
ン
郡
タ
ン
バ
ン
村
に
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二

年
九
月
二
〇
日
に
北
朝
鮮
に
移
送
さ
れ
、
現
在
は
人
民
軍
英
雄
烈
士
墓
に
安
置
さ
れ
て
い
る
）
93
（

。
元
の
墓
地
に
は
現
在
で
は
記
念
碑
が
立
っ
て

い
る
。
第
二
〇
三
軍
部
隊
が
い
つ
北
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
収
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
六
九
年
ま
で
し
か
活
動
の
痕
跡
が
な
い
の

で
、
そ
の
頃
か
ら
し
ば
ら
く
後
と
思
わ
れ
る
）
94
（

。

空
軍
を
派
兵
し
た
後
も
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
支
援
は
続
い
た
。
一
九
六
七
年
八
月
一
一
日
に
北
ベ
ト
ナ
ム
に
軍
事
支
援
を
無
償
で
送
る

協
定
が
平
壌
で
締
結
さ
れ
た
）
95
（

。
さ
ら
に
一
九
七
〇
年
一
一
月
一
九
日
に
も
北
朝
鮮
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
無
償
の
経
済
及
び
軍
事
支
援
を
行
う
協

定
が
調
印
さ
れ
た
の
で
、
空
軍
撤
収
後
も
軍
事
支
援
は
し
ば
ら
く
続
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
96
（

。
北
朝
鮮
は
、
一
九
七
二
年
三
月
一
六
日
に

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
も
軍
事
支
援
を
送
る
協
定
を
締
結
し
た
）
97
（

。
同
様
に
、
ラ
オ
ス
に
も
軍
事
支
援
を
送
る
た
め
、
一
九
七
三
年
二
月
に
「
ラ
オ
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ス
で
平
和
を
回
復
し
、
民
族
的
和
解
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
協
定
」
を
締
結
し
た
）
98
（

。

金
日
成
は
、
北
朝
鮮
が
第
二
〇
三
部
隊
を
北
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
す
る
こ
と
は
、
ど
の
国
に
よ
り
も
先
駆
け
た
戦
闘
部
隊
派
遣
で
あ
る
と

語
っ
た
）
99
（

。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
は
既
に
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊
と
中
国
の
防
空
作
戦
部
隊
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
送
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
金
日

成
は
こ
れ
ら
の
部
隊
を
戦
闘
部
隊
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
）
100
（

。
そ
の
た
め
、
ど
の
国
に
よ
り
も
先
駆
け
て
戦
闘
部
隊
を
北
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣

す
る
こ
と
は
、
共
産
主
義
者
の
模
範
と
な
り
、
北
ベ
ト
ナ
ム
支
援
を
通
じ
て
社
会
主
義
陣
営
を
団
結
さ
せ
る
刺
激
と
な
り
、
米
帝
国
主
義
を

弱
め
る
こ
と
と
な
る
と
、
金
日
成
は
第
二
〇
三
軍
部
隊
の
軍
人
に
説
明
し
た
）
101
（

。
金
日
成
は
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
よ
っ
て
、
国
際
共
産
主
義
運
動

や
社
会
主
義
陣
営
が
積
極
的
に
北
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
こ
と
を
刺
激
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
米
帝
国
主
義
を
弱
体
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
え

よ
う
。

国
際
共
産
主
義
運
動
や
社
会
主
義
陣
営
が
団
結
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
米
帝
国
主
義
を
弱
め
る
こ
と
は
、
金
日
成
に
と
っ
て
朝
鮮
半
島

を
統
一
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
世
界
の
至
る
所
で
米
帝
国
主
義
に
打
撃
を
与
え
れ
ば
、
世
界
革
命
を
促
進
し
て
朝
鮮
半
島

統
一
も
早
く
成
就
す
る
と
金
日
成
は
語
っ
た
）
102
（

。
ま
た
、
第
二
〇
三
軍
部
隊
が
ベ
ト
ナ
ム
で
米
国
の
戦
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、
米
帝
国
主
義
と
戦

う
準
備
が
で
き
る
と
も
語
っ
た
）
103
（

。
北
朝
鮮
に
よ
る
北
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
、
最
終
的
に
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
金
日
成
は
明
ら

か
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
節　
暴
力
闘
争
に
よ
る
南
朝
鮮
革
命
と
南
北
対
話

朝
鮮
労
働
党
の
課
題
の
一
つ
は
、
米
帝
国
主
義
者
を
韓
国
か
ら
追
い
出
し
、
朝
鮮
半
島
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

も
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
の
政
策
の
一
つ
で
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
金
日
成
は
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
の
方
針
も
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
で
語
っ
た
。
ま
ず
、
北
朝
鮮
で
社
会
主
義
建
設
を
進
め
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る
と
共
に
、
米
帝
国
主
義
の
侵
略
か
ら
北
朝
鮮
を
守
る
国
防
力
を
強
化
す
る
た
め
朝
鮮
労
働
党
に
よ
る
経
済
と
国
防
を
併
進
す
る
方
針
を

再
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
労
働
党
の
軍
事
路
線
の
基
本
内
容
と
は
、「
全
軍
幹
部
化
」
と
「
全
軍
現
代
化
」、「
全
民
武
装
化
」、「
全
国

要
塞
化
」
で
あ
る
と
金
日
成
は
語
っ
た
）
104
（

。
こ
こ
で
初
め
て
朝
鮮
労
働
党
の
軍
事
路
線
が
、
対
外
的
に
知
ら
れ
て
い
る
「
四
大
軍
事
路
線
」
に

定
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
北
朝
鮮
を
守
る
と
共
に
、
韓
国
か
ら
米
帝
国
主
義
を
追
い
出
し
て
朝
鮮
半
島
統
一
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
考
え
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

南
朝
鮮
革
命
の
基
本
方
針
を
金
日
成
は
、
弾
圧
か
ら
「
南
朝
鮮
の
革
命
力
量
」
を
保
存
し
て
、
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
語
っ
た
。
ま

た
、「
革
命
力
量
」
を
準
備
す
る
に
は
、
革
命
の
参
謀
部
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
党
の
周
囲
に
労
働
者
や
農
民
を
結
束
さ
せ
、

韓
国
の
各
界
各
層
を
網
羅
し
て
反
米
救
国
統
一
戦
線
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
）
105
（

。

さ
ら
に
、「
革
命
力
量
」
を
強
化
す
る
に
は
、
闘
争
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
語
っ
た
。
そ
の
闘
争
方
法
と
し
て
、
金
日
成
は
暴
力
闘
争
を

認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
日
成
は
、
主
観
的
お
よ
び
客
観
的
情
勢
に
合
わ
せ
て
、
政
治
闘
争
と
経
済
闘
争
、
暴
力
的
と
非
暴
力
的
闘
争
、

合
法
闘
争
と
非
合
法
闘
争
な
ど
色
々
な
闘
争
形
態
と
方
法
を
正
し
く
配
合
し
て
革
命
運
動
を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
）
106
（

。

朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
ま
で
、
金
日
成
は
韓
国
人
に
よ
る
暴
力
闘
争
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
年
三
月
一
一
日
か
ら
三
月
二
一
日
ま

で
北
朝
鮮
を
訪
問
し
た
宮
本
顕
治
を
団
長
と
す
る
日
本
共
産
党
代
表
団
の
副
団
長
で
あ
っ
た
岡
正
芳
は
、
一
九
六
五
年
三
月
頃
に
訪
中
し
た

崔
庸
健
に
毛
沢
東
が
、
韓
国
人
が
ゲ
リ
ラ
闘
争
に
は
い
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
と
、
崔
庸
健
は
金
日
成
に
報
告
し
、
朝
鮮
労

働
党
が
そ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
を
一
九
六
六
年
五
月
四
日
に
報
告
し
た
。
さ
ら
に
岡
正
芳
は
、
韓
国
人
が
す
ぐ
に
武
装
蜂
起
す
る
の
で
は
な

く
、
時
間
を
か
け
て
大
衆
の
中
に
非
公
式
組
織
を
つ
く
っ
て
大
衆
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
よ
う
に
す
る
と
金
日
成
が
語
っ
た
こ
と
も
報
告

し
た
）
107
（

。
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
か
ら
朝
鮮
労
働
党
は
韓
国
に
お
け
る
暴
力
闘
争
を
始
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

韓
国
に
お
け
る
闘
争
の
指
導
は
、
朝
鮮
人
民
軍
軍
人
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
の
最
終
日
に
開
催
さ
れ
た
朝

鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
四
期
第
一
四
次
全
員
会
議
で
、
党
組
織
が
改
編
さ
れ
て
新
た
に
書
記
局
が
設
置
さ
れ
た
。
総
書
記
に
選
ば
れ
た
金
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日
成
の
他
に
一
〇
名
の
書
記
が
就
任
し
た
）
108
（

。
書
記
の
一
人
で
あ
る
許
鳳
学
は
朝
鮮
人
民
軍
軍
人
で
あ
り
、
一
九
六
七
年
五
月
に
韓
国
に
お
け

る
革
命
事
業
を
担
当
す
る
朝
鮮
労
働
党
対
南
事
業
総
局
長
に
就
任
し
た
）
109
（

。

一
九
六
七
年
度
か
ら
、
北
朝
鮮
の
兵
士
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
活
動
が
韓
国
で
発
生
し
た
。
韓
国
が
検
挙
し
た
ス
パ
イ
の
数
も
一
九
六
六
年
度
の

一
〇
六
名
か
ら
一
九
六
七
年
度
の
三
四
六
名
、
一
九
六
八
年
度
の
三
八
四
名
と
増
加
し
た
）
110
（

。
韓
国
の
中
央
情
報
部
に
よ
る
と
、
一
九
六
七
年

九
月
五
日
と
九
月
一
三
日
に
列
車
が
爆
破
さ
れ
た
事
件
は
北
朝
鮮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）
111
（

。
ま
た
、
一
九
六
八
年
一
月
二
一
日
に
ソ
ウ
ル
に
侵

入
し
た
北
朝
鮮
の
部
隊
が
韓
国
大
統
領
官
邸
の
近
く
で
韓
国
警
官
隊
と
交
戦
す
る
事
件
が
発
生
し
た
）
112
（

。
一
〇
月
三
〇
日
か
ら
一
一
月
二
日
に

か
け
て
日
本
海
側
に
あ
る
蔚
珍
と
三
陟
の
村
を
北
朝
鮮
の
部
隊
が
占
領
し
た
事
件
が
発
生
し
た
）
113
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ゲ
リ
ラ
活
動
は
全
て

失
敗
に
終
わ
っ
た
。

ま
た
、
朝
鮮
労
働
党
が
支
援
し
て
い
た
韓
国
の
非
合
法
組
織
で
あ
る
統
一
革
命
党
も
検
挙
さ
れ
た
。
韓
国
の
中
央
情
報
部
に
よ
る
と
、
統

一
革
命
党
は
一
九
六
五
年
四
月
に
金
日
成
か
ら
指
令
を
受
け
た
金
鍾
泰
に
よ
っ
て
一
九
六
五
年
一
一
月
初
旬
に
創
設
さ
れ
、
指
導
部
は
金
鍾

泰
と
金

洛
、
李
文
奎
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
）
114
（

。
統
一
革
命
党
の
指
導
部
は
、
一
九
六
八
年
七
月
二
日
か
ら
七
月
三
〇
日
に
か
け
て
検

挙
さ
れ
た
）
115
（

。
韓
国
に
お
け
る
朝
鮮
労
働
党
の
支
援
組
織
が
検
挙
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
韓
国
人
の
闘
争
に
よ
る
南
朝
鮮
革
命
は
挫
折
し
た

と
い
え
よ
う
。

一
九
六
九
年
一
月
六
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
人
民
軍
党
四
期
四
次
全
員
会
議
で
金
日
成
は
、
許
鳳
学
や
内
閣
副
首
相

兼
民
族
保
衛
相
で
あ
る
金
昌
奉
な
ど
の
軍
人
た
ち
を
名
指
し
で
批
判
し
た
。
許
鳳
学
や
金
昌
奉
は
、
朝
鮮
労
働
党
の
軍
事
路
線
に
反
対
し
て

戦
争
準
備
を
怠
っ
た
「
修
正
主
義
者
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
）
116
（

。
許
鳳
学
が
粛
清
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
対
南
事
業
総
局
が
廃
止
さ
れ
、
軍
人

で
な
い
金
仲
隣
が
書
記
局
の
対
南
事
業
担
当
秘
書
に
就
任
し
て
韓
国
の
革
命
事
業
を
担
当
し
た
）
117
（

。

そ
の
後
、
北
朝
鮮
は
韓
国
と
の
対
話
を
通
じ
て
米
帝
国
主
義
を
韓
国
か
ら
追
い
出
す
方
針
に
転
換
し
た
。
北
朝
鮮
が
韓
国
と
対
話
す
る
方

針
を
表
明
し
た
の
は
、
米
中
接
近
に
よ
る
。
葛
藤
が
生
じ
た
中
朝
関
係
は
、
一
九
六
九
年
頃
か
ら
回
復
し
始
め
た
。
ホ
ー
・
チ
ミ
ン
の
葬
儀
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に
参
加
し
た
帰
路
に
北
京
に
立
ち
寄
っ
た
崔
庸
健
は
一
九
六
九
年
九
月
一
〇
日
と
一
一
日
に
周
恩
来
と
会
談
し
て
、
中
朝
関
係
の
改
善
と
発

展
を
希
望
し
た
金
日
成
の
意
向
を
伝
え
た
）
118
（

。
一
九
七
〇
年
四
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
周
恩
来
が
北
朝
鮮
を
訪
問
し
て
、
中
朝
両
党
と
両
国
の

関
係
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
）
119
（

。
ま
た
、
非
公
開
で
中
国
を
訪
問
し
た
金
日
成
は
一
九
七
〇
年
一
〇
月
八
日
と
一
〇
日
に
毛
沢
東
と
会
談

し
て
、
中
朝
両
党
と
両
国
の
関
係
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
）
120
（

。
し
か
し
、
北
朝
鮮
と
関
係
を
回
復
し
た
中
国
は
米
国
と
接
近
し
始
め
た
。

米
国
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
が
一
九
七
一
年
七
月
九
日
か
ら
一
一
日
ま
で
訪
問
し
た
。
七
月
一
五

日
に
中
国
の
周
恩
来
が
平
壌
を
訪
問
し
て
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
訪
中
に
至
る
経
緯
と
会
談
の
状
況
、
さ
ら
に
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
の
訪
中
に

合
意
し
た
こ
と
を
金
日
成
に
伝
え
た
。
七
月
三
〇
日
に
は
第
一
副
首
相
で
あ
る
金
一
が
北
京
を
訪
問
し
て
、
朝
鮮
労
働
党
政
治
委
員
会
に
お

い
て
全
委
員
が
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
と
周
恩
来
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
会
談
し
た
こ
と
に
つ
い
て
充
分
に
理
解
し
た
と
伝
え
た
）
121
（

。

一
九
七
一
年
八
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
民
族
統
一
戦
線
委
員
長
で
あ
る
シ
ア
ヌ
ー
ク
を
歓
迎
す
る
平
壌
市
群
衆
大
会
に
お
け

る
演
説
の
中
で
、
韓
国
の
与
党
を
含
ん
だ
全
て
の
政
党
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
別
的
人
士
と
接
触
す
る
用
意
が
あ
る
と
金
日
成
は
語
っ
た
）
122
（

。

八
月
一
二
日
に
韓
国
の
大
韓
赤
十
字
社
総
裁
で
あ
る
崔
斗
善
が
予
備
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
八
月
一
四
日

に
北
朝
鮮
の
朝
鮮
赤
十
字
委
員
会
か
ら
八
月
二
〇
日
に
板
門
店
に
派
遣
員
を
送
る
と
い
う
返
信
が
韓
国
側
に
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
板

門
店
で
の
五
回
に
わ
た
る
南
北
赤
十
字
の
派
遣
員
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
九
月
二
〇
日
に
南
北
赤
十
字
予
備
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
が
合

意
さ
れ
た
）
123
（

。

一
九
七
一
年
九
月
二
〇
日
に
南
北
赤
十
字
予
備
会
談
の
第
一
回
予
備
会
談
が
開
催
さ
れ
た
）
124
（

。
一
九
七
二
年
七
月
四
日
に
、
武
力
行
使
に
よ

ら
な
い
平
和
的
方
法
で
統
一
を
実
現
す
る
こ
と
を
義
務
と
し
た
南
北
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た
）
125
（

。
朝
鮮
労
働
党
は
暴
力
闘
争
に
よ
っ
て
米
帝

国
主
義
を
韓
国
か
ら
追
い
出
す
構
想
を
放
棄
し
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
現
在
も
在
韓
米
軍
は
存
在
す
る
し
、
南
北
朝
鮮
も
統
一
さ
れ
て
い

な
い
。

一
方
、
北
朝
鮮
が
支
援
し
て
き
た
北
ベ
ト
ナ
ム
は
、
南
北
ベ
ト
ナ
ム
統
一
を
実
現
さ
せ
た
。
一
九
七
三
年
一
月
二
七
日
に
米
国
と
北
ベ
ト
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ナ
ム
、
南
ベ
ト
ナ
ム
、
さ
ら
に
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
が
一
九
六
九
年
六
月
一
〇
日
に
成
立
さ
せ
た
南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
が
パ

リ
で
和
平
協
定
と
議
定
書
に
署
名
し
、
米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
し
た
。
一
九
七
五
年
四
月
三
〇
日
に
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
南
ベ
ト
ナ
ム

臨
時
革
命
政
府
に
降
伏
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
が
率
い
る
ベ
ト
ナ
ム
解
放
軍
は
南
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
で
あ
る
サ
イ
ゴ
ン
に
入
っ

た
。
一
九
七
六
年
六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
統
一
国
会
第
一
期
第
一
回
会
議
で
南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一
が
宣
言
さ
れ
た
。
七
月

二
日
に
ベ
ト
ナ
ム
統
一
国
会
は
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
の
成
立
を
宣
言
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
統
一
後
に
北
朝
鮮
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
の
関
係
は
冷
却
化
し
た
。
元
北
朝
鮮
の
外
交
官
で
あ
っ
た
高
英
煥
に
よ
る

と
、
ベ
ト
ナ
ム
統
一
後
に
北
朝
鮮
は
軍
事
代
表
団
を
ベ
ト
ナ
ム
に
送
り
、
米
軍
が
捨
て
て
い
っ
た
か
、
破
壊
で
き
な
か
っ
た
F
4
（
フ
ァ
ン

ト
ム
）
戦
闘
機
な
ど
米
軍
装
備
を
研
究
用
に
譲
り
受
け
た
い
と
ベ
ト
ナ
ム
側
に
要
請
し
た
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
と

い
う
）
126
（

。
北
ベ
ト
ナ
ム
は
ソ
連
や
中
国
へ
も
米
軍
装
備
を
引
き
渡
す
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
の
で
、
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
）
127
（

。
高
英
煥
に
よ
る

と
、
こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
し
て
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
と
北
朝
鮮
の
関
係
が
冷
却
化
し
た
と
い
う
）
128
（

。
両
国
の
関
係
が
回
復
し
始

め
る
の
は
一
九
八
〇
年
代
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

北
朝
鮮
が
北
ベ
ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
に
物
資
を
支
援
し
た
こ
と
と
、
北
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
た
め
に
戦
闘
部
隊
を
北

ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
目
的
は
、
社
会
主
義
陣
営
や
国
際
共
産
主
義
運
動
を
団
結
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
に
物
資
を

支
援
し
た
こ
と
と
朝
鮮
半
島
統
一
と
は
、
最
初
は
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
韓
国
が
南
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
た
め
に
戦
闘
部
隊
を
派
兵

し
た
こ
と
と
韓
国
人
の
闘
争
に
対
す
る
評
価
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
支
援
と
朝
鮮
半
島
統
一
は
徐
々
に
結
び
つ
き
始
め
た
の
で
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あ
る
。

北
朝
鮮
が
北
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
た
め
に
戦
闘
部
隊
を
北
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
目
的
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
と
完
全
に
結
び
つ
い
て
い

た
。
北
朝
鮮
が
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
目
的
は
、
社
会
主
義
陣
営
や
国
際
共
産
主
義
運
動
を
団
結
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
社
会
主
義

陣
営
や
国
際
共
産
主
義
運
動
を
団
結
さ
せ
る
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
の
た
め
で
あ
っ
た
。

北
朝
鮮
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
陣
営
や
国
際
共
産
主
義
運
動
が
団
結
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム

解
放
民
族
戦
線
を
支
援
す
る
刺
激
と
な
る
と
金
日
成
は
考
え
て
い
た
。
社
会
主
義
陣
営
や
国
際
共
産
主
義
運
動
が
団
結
し
て
米
国
に
反
対
す

る
闘
争
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
中
で
米
国
の
力
が
弱
ま
る
と
考
え
ら
れ
た
。
米
国
の
力
が
弱
ま
れ
ば
、
韓

国
人
の
闘
争
で
韓
国
か
ら
在
韓
米
軍
を
追
い
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
金
日
成
は
考
え
て
い
た
。

社
会
主
義
陣
営
や
国
際
共
産
主
義
運
動
の
団
結
に
よ
っ
て
米
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
と
い
う
論
理
は
、
モ
ス
ク
ワ
宣
言
や
モ
ス
ク
ワ
声
明

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
北
朝
鮮
政
府
や
朝
鮮
労
働
党
は
、
モ
ス
ク
ワ
宣
言
や
モ
ス
ク
ワ
声
明
の
論
理
で
朝
鮮
半
島
統
一
を

実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
モ
ス
ク
ワ
宣
言
に
掲
げ
ら
れ
た
社
会
主
義
へ
の
非
平
和
的
移
行
（
暴
力
闘
争
）
も
考
慮
に
入

れ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
韓
国
に
お
け
る
暴
力
闘
争
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
韓
国
に
お
け
る
暴
力
闘
争
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
中
国
と
米
国
が
接
近
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
政
府
も
韓
国
政
府
と
対

話
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
労
働
党
が
米
国
打
倒
の
論
理
と
し
て
き
た
モ
ス
ク
ワ
宣
言
や
モ
ス
ク
ワ
声
明
の
放
棄
で
あ

り
、
社
会
主
義
陣
営
や
国
際
共
産
主
義
運
動
の
団
結
の
放
棄
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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注

（
1
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
2
） 

呉
冷
西
『
十
年
論
戦
――
一
九
五
六
―
一
九
六
六 

中
蘇
関
係
回
憶
録
』
下
巻
（
北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
八
三
八
頁
。

（
3
） 

同
上
、
八
四
四
頁
。

（
4
） 

同
上
、
八
四
六
頁
。

（
5
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
五
日
。

（
6
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
六
日
。

（
7
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
七
日
。

（
8
） 

朱
建
栄
『
毛
沢
東
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
六
二
―
一
六
四
頁
。

（
9
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
一
〇
日
。

（
10
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
一
三
日
。

（
11
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
一
三
日
。

（
12
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
一
月
一
四
日
。

（
13
） 

呉
冷
西
、
前
掲
、
八
八
三
―
八
八
八
頁
。

（
14
） 

社
説
「
国
際
共
産
主
義
運
動
の
団
結
を
強
化
し
て
反
帝
革
命
闘
争
を
も
っ
と
強
力
に
展
開
し
よ
う
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
二
月
三
日
。

（
15
） 

朱
建
栄
、
前
掲
、
二
〇
八
頁
。

（
16
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
一
二
日
。

（
17
） 

朱
建
栄
、
前
掲
、
二
一
五
―
二
一
六
頁
。

（
18
） 

呉
冷
西
、
前
掲
、
九
一
四
―
九
二
一
頁
。
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（
19
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
一
二
日
。

（
20
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
一
三
日
。

（
21
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
一
五
日
。

（
22
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
一
五
日
。

（
23
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
六
月
二
日
。

（
24
） 

ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
編　

国
土
統
一
院
調
査
研
究
室
訳
『
ソ
連
と
北
韓
と
の
関
係
一
九
四
五
―
一
九
八
〇
』（
ソ
ウ
ル
、
国
土

統
一
院
調
査
研
究
室
、
一
九
八
八
年
）、
三
二
六
―
三
三
一
頁
。

（
25
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
一
五
日
。

（
26
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
三
月
二
五
日
。

（
27
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
三
月
二
七
日
。

（
28
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
四
月
三
日
。

（
29
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
四
月
一
五
日
。

（
30
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
五
月
一
日
。

（
31
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
五
月
一
九
日
。

（
32
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
五
月
二
一
日
。

（
33
） 

金
日
成
「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争
を
支
援
す
る
こ
と
は
共
産
主
義
者
の
崇
高
な
国
際
主
義
的
義
務
と
な
る
」『
金
日
成
全
集
』
第
三
七
巻
（
平
壌
、

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
三
七
五
頁
。
金
赫
模
（
音
訳
）・
李
光
三
（
音
訳
）『
自
主
偉
業
の
偉
大
な
首
領
金
日
成
同
志
』
八
巻

（
平
壌
、
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
二
〇
一
頁
。

（
34
） 

金
日
成
「
南
西
ア
フ
リ
カ
人
民
機
構
代
表
団
と
行
っ
た
談
話　

一
九
七
五
年
一
一
月
二
三
日
」『
金
日
成
全
集
』
五
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
四
五
頁
。

（
35
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
九
月
一
八
日
。

（
36
） 

金
日
成
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
の
社
会
主
義
建
設
と
南
朝
鮮
革
命
に
つ
い
て
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
四
月
一
七
日
。

（
37
） 

同
上
。
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（
38
） 

金
日
成
「
祖
国
統
一
偉
業
の
実
現
を
め
ざ
し
、
全
力
を
あ
げ
て
革
命
力
量
を
強
化
し
よ
う
」『
金
日
成
著
作
選
集
』
第
四
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働

党
出
版
社
、
一
九
六
八
年
）、
七
八
頁
。

（
39
） 
同
上
、
七
九
―
八
〇
頁
。

（
40
） 

同
上
、
八
八
頁
。

（
41
） 

国
防
軍
史
研
究
所
『
建
軍
五
〇
年
史
』（
ソ
ウ
ル
、
国
防
軍
史
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）
二
〇
二
―
二
〇
五
頁
。

（
42
） 

同
上
、
二
〇
五
―
二
〇
七
頁
。

（
43
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
五
年
三
月
一
七
日
。

（
44
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
五
年
五
月
二
〇
日
。

（
45
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
五
年
六
月
二
七
日
。

（
46
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
七
月
九
日
。

（
47
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
七
月
一
四
日
。『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
七
月
一
七
日
。

（
48
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
七
月
二
六
日
。『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
八
月
四
日
。

（
49
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
七
月
二
六
日
。

（
50
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
八
月
六
日
。

（
51
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
八
月
八
日
。

（
52
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
五
年
七
月
一
三
日
。

（
53
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
五
年
八
月
一
四
日
。

（
54
） 

国
防
軍
史
研
究
所
、
前
掲
、
二
一
二
頁
。

（
55
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
一
月
一
八
日
。

（
56
） 

金
日
成
「
朝
鮮
労
働
党
創
建
二
〇
周
年
に
際
し
て
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
一
日
。

（
57
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
四
年
六
月
四
日
。

（
58
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
五
年
八
月
二
六
日
。

（
59
） 

金
日
成
、
前
掲
「
朝
鮮
労
働
党
創
建
二
〇
周
年
に
際
し
て
」。
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（
60
） 『
東
亜
年
鑑
』
一
九
六
七
年
版
（
ソ
ウ
ル
、
東
亜
日
報
社
、
一
九
六
七
年
）、
二
四
八
頁
。

（
61
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
六
年
二
月
二
六
日
。

（
62
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
六
年
三
月
八
日
。

（
63
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
三
月
八
日
。

（
64
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
六
年
三
月
二
〇
日
。

（
65
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
三
月
二
三
日
。

（
66
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
四
月
三
〇
日
。

（
67
） 

国
防
軍
史
研
究
所
、
前
掲
、
二
一
五
頁
。

（
68
） 

同
上
、
二
一
六
頁
。
在
越
韓
国
軍
の
撤
収
は
一
九
七
三
年
三
月
二
三
日
に
完
了
し
た
。

（
69
） 「
宮
本
・
毛
沢
東
会
談
の
決
裂
に
つ
い
て
（
要
旨
）」
思
想
運
動
研
究
所
編
『
日
本
共
産
党
事
典
（
資
料
編
）』（
全
貌
社
、
一
九
七
八
年
）、

一
〇
二
三
頁
。

（
70
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
三
月
二
七
日
。

（
71
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
四
月
一
四
日
。

（
72
） 

後
に
、
第
二
回
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
に
お
い
て
金
日
成
は
「
あ
る
人
々
」
が
朝
鮮
労
働
党
に
「
中
間
主
義
」
や
「
折
衷
主
義
」、「
機
会
主
義
」

な
ど
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
朝
鮮
労
働
党
を
「
無
原
則
な
妥
協
の
道
」
を
選
び
、「
二
つ
の
ベ
ン
チ
の
間
に
座
っ
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
中
国
共
産
党
と
葛
藤
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
（
金
日
成
「
現
情
勢
と
我
が
党
の
課
業
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年

一
〇
月
六
日
）。

（
73
） 「
自
主
性
を
擁
護
し
よ
う
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
八
月
一
二
日
。

（
74
） 

同
上
。

（
75
） 

同
上
。

（
76
） 

金
日
成
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
党
首
と
行
っ
た
談
話　

一
九
八
一
年
二
月
一
四
〜
一
五
日
」『
金
日
成
全
集
』
七
三
巻
（
平
壌
、
労
働
党
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）
七
六
頁
。
金
赫
模
・
李
光
三
、
前
掲
、
二
〇
二
頁
。
鄭
起
宗
『
運
命
』（
平
壌
、
文
学
芸
術
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
二
六
二

―
二
七
〇
頁
。
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（
77
） 

金
日
成
「
平
安
北
道
の
経
済
事
業
を
改
善
す
る
た
め
の
幾
つ
か
の
課
業
に
つ
い
て
――
朝
鮮
労
働
党
平
安
北
道
委
員
会
全
員
会
議
で
行
っ
た
結
論

　

一
九
六
六
年
八
月
二
七
日
」『
金
日
成
全
集
』
三
七
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
七
五
頁
。

（
78
） M

erle Pribbenow
, “N

orth K
orean Pilots in the Skies over V

ietnam
, ”

（W
ashington, D

C
: W

oodrow
 W

ilson International C
enter 

for Scholars, N
ovem

ber 2011

）, http://w
w

w
.w

ilsoncenter.org/sites/default/files/N
K

ID
P_eD

ossier_2_N
orth_K

orean_Pilots_in_

V
ietnam

_W
ar.pdf

（A
ccessed M

arch 21, 2013

）.

（
79
） 

金
日
成
、
前
掲
「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争
を
支
援
す
る
こ
と
は
共
産
主
義
者
の
崇
高
な
国
際
主
義
的
義
務
と
な
る
」、
三
七
三
頁
。
鄭
起
宗
、
前

掲
『
運
命
』、
三
九
六
頁
。
連
隊
長
が
指
揮
を
執
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
連
隊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
80
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
四
月
五
日
。

（
81
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
九
月
二
九
日
。

（
82
） 

崔
庸
健
「
崔
庸
健
同
志
の
開
会
辞
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
一
〇
月
六
日
。
実
際
の
第
五
回
朝
鮮
労
働
党
大
会
は
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
二

日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

（
83
） 

金
日
成
「
現
情
勢
と
我
が
党
の
課
業
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
一
〇
月
六
日
。

（
84
） 

同
上
。

（
85
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
一
〇
月
一
三
日
。

（
86
） T

he N
ew

 York T
im

es, D
ecem

ber 22, 1966.

（
87
） 

金
日
成
、
前
掲
「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争
を
支
援
す
る
こ
と
は
共
産
主
義
者
の
崇
高
な
国
際
主
義
的
義
務
と
な
る
」
三
八
一
頁
で
は
、
第
二
〇
三

部
隊
が
飛
行
訓
練
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
金
日
成
が
語
っ
て
い
る
。

（
88
） 

金
日
成
「
祝
賀
文
――
朝
鮮
人
民
軍
第
二
〇
三
部
隊
戦
闘
員
へ
」『
金
日
成
全
集
』
第
三
八
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、

四
六
二
頁
。

（
89
） T

iền phong, A
ugust 6, 2012, http://w

w
w

.tienphong.vn/Page/PrintV
iew

.aspx?A
rticleID

=587223

（A
ccessed M

arch 21, 2013

）.

（
90
） 

金
日
成
、
前
掲
「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争
を
支
援
す
る
こ
と
は
共
産
主
義
者
の
崇
高
な
国
際
主
義
的
義
務
と
な
る
」、
三
八
〇
頁
。

（
91
） T

he N
ew

 York T
im

es, D
ecem

ber 22, 1966.

（
92
） T

iền phong, A
ugust 6, 2012.
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（
93
） 『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
九
月
二
一
日
。

（
94
） Pribbenow

, op.sit.

（
95
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
〇
年
八
月
一
二
日
。
金
赫
模
・
李
光
三
、
前
掲
、
二
〇
五
頁
。
鄭
起
宗
、
前
掲
『
運
命
』、
四
二
九
頁
。

（
96
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
〇
年
一
一
月
二
〇
日
。

（
97
） 

金
赫
模
・
李
光
三
、
前
掲
、
二
四
三
頁
。『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
三
月
一
七
日
。

（
98
） 

金
赫
模
・
李
光
三
、
前
掲
、
二
五
一
―
二
五
二
頁
。

（
99
） 

金
日
成
、
前
掲
「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争
を
支
援
す
る
こ
と
は
共
産
主
義
者
の
崇
高
な
国
際
主
義
的
義
務
と
な
る
」
三
七
五
頁
。

（
100
） 

同
上
、
三
七
五
頁
。

（
101
） 

同
上
、
三
七
四
―
三
七
八
頁
。

（
102
） 

同
上
、
三
七
七
頁
。

（
103
） 

同
上
、
三
八
〇
頁
。

（
104
） 

金
日
成
、
前
掲
「
現
情
勢
と
我
が
党
の
課
業
」。

（
105
） 

同
上
。

（
106
） 

同
上
。

（
107
） 

前
掲
「
宮
本
・
毛
沢
東
会
談
の
決
裂
に
つ
い
て
（
要
旨
）」、
一
〇
二
一
頁
。

（
108
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
一
〇
月
一
三
日
。

（
109
） 

中
央
情
報
部
『
北
韓
対
南
工
作
史
』
二
巻
（
ソ
ウ
ル
、
中
央
情
報
部
、
一
九
七
三
年
）、
一
二
五
頁
。

（
110
） 『
北
韓
総
覧　

一
九
四
五
年
〜
一
九
八
二
年
』（
ソ
ウ
ル
、
北
韓
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）、
一
六
六
二
頁
。

（
111
） 

中
央
情
報
部
、
前
掲
『
北
韓
対
南
工
作
史
』、
四
〇
一
―
四
〇
二
頁
。

（
112
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
六
八
年
一
月
二
二
日
。

（
113
） 

中
央
情
報
部
、
前
掲
『
北
韓
対
南
工
作
史
』、
四
六
九
―
四
七
二
頁
。

（
114
） 

同
上
、
四
四
二
頁
。

（
115
） 

同
上
、
四
四
六
―
四
四
七
頁
。
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（
116
） 

金
日
成
「
朝
鮮
人
民
軍
党
第
四
期
第
四
次
全
員
会
議
時　

金
日
成
結
論
演
説
」
中
央
情
報
部
『
北
傀
軍
事
戦
略
資
料
集
』（
ソ
ウ
ル
、
中
央
情
報

部
、
一
九
七
四
年
）、
三
二
七
―
三
三
〇
頁
。

（
117
） 
中
央
情
報
部
、
前
掲
『
北
韓
対
南
工
作
史
』、
四
四
二
頁
。

（
118
） 

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
周
恩
来
年
譜
（
一
九
四
九
―
一
九
七
六
）』
下
巻
（
北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
三
二
〇
頁
。

（
119
） 

同
上
、
三
六
〇
―
三
六
一
頁
。

（
120
） 

同
上
、
四
〇
〇
頁
。

（
121
） 

王
泰
平　

主
編
『
中
華
人
民
共
和
国
外
交
史　

第
三
巻
：
一
九
七
〇
―
一
九
七
八
』（
北
京
、
世
界
知
識
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
三
九
―

四
〇
頁
。

（
122
） 

金
日
成
「
群
衆
大
会
で
さ
れ
た
金
日
成
首
相
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
一
年
八
月
七
日
。

（
123
） 

盧
重
善
『
南
北
対
話
白
書
』（
ソ
ウ
ル
、
図
書
出
版
ハ
ン
ウ
ル
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
四
―
一
五
五
頁
。

（
124
） 

同
上
、
一
五
六
頁
。

（
125
） 

同
上
、
五
六
五
―
五
六
六
頁
。

（
126
） 

高
英
煥
『
平
壌
二
五
時
』（
ソ
ウ
ル
、
高
麗
院
、
一
九
九
二
年
）、
一
七
八
頁
。

（
127
） 

北
ベ
ト
ナ
ム
が
中
国
側
へ
米
軍
装
備
を
引
き
渡
す
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朱
建
栄
、
前
掲
、
四
三
五
頁
を
参
照
。
北
ベ
ト

ナ
ム
が
ソ
連
側
へ
米
軍
装
備
を
引
き
渡
す
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、Р.Г. П

ихоя, С
овет

ский сою
з: ист

ория власт
и 

1945

―1991, М
осква: И

здательство РА
ГС

, 1998. c.300, Ilya V. G
aiduk, T

he Soviet U
nion and the V

ietnam
 W

ar, C
hicago: I.R

. 

D
ee, 1996. p.71. 

を
参
照
。

（
128
） 

高
英
煥
、
前
掲
、
一
七
八
頁
。


